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語の漢字仮名並列表記は有用か
語彙教育とのかかわ りにおいて
大 島 中 正
1.は じ め に
日本語の表記の特徴の一っ として,個hの 語の表記に幾通 りかの表記法が存在する
ことをあげることができる。ある語を漢字で書 くか仮名で書 くか,漢 字で書くとすれ
ぼ どの漢字を用いるか,仮 名で書くとすれば平仮名か片仮名か・送 り仮名を必要 とす
る場合にはそれをどこから送 るか,な どといったことに表記主体の表記意識が働 く。
佐竹秀雄(1980)は次の5種 類の表記意識をあげている。
A正 誤に関する意識
B標 準化に関する意識
C表 記効果に関する意識
D表 記効率に関する意識
Eそ の他(好 悪 ・美醜 など)
例 えぼ次の①～⑤の下線部は,い ずれもCの 「表記効果に関する意識」が働いた例
である。特殊な表記形式によってなんらかの表記効果をあげようとしているのである。
① 火と言語の使用が,人 間を他の動物から区別したことは衆目の見るところで
ある。生涯で最大のイベン トである愛の告白ですら言語によっている。情報化
社会で生きて行 くために最 も強力な武器 となるのも言語である。コンピュータ
も言語。広告コピーも言語。 シンガー ・ソングライターも劇画の作家達もみん
な言語,ゲ ンゴ,げんこ,GENGO… 一。(噺 訂版 当節お もしろ言語学』
の 「はしがき」)
② 野菜は薬より"クス リ"だ(VegetaNo.261990年6月号)
③ 私がお親しくしている芦屋病院の院長夫人が,二子さんのご縁談を持って来
20語 の漢字仮名並列表記は有用か
て下さったの,そ うしたら相子さんったら,い ろいろとお鐶談がございますの
で,そ の方面㊧ことは私が一切を取 り仕切ってお承 りすることになってお りま
す と,横か ら出て来て,て略)(華 麗なる一族(上)33ペ ージ)
④ ああ∵`笑悲税"(1989年10月2日読売新聞夕刊)
⑤ 警 「実物と像の問におけるフィー ド・ミックを経て,それは直観像 とか,残 像と
い うより,想像心象に等 しい特性をもっものに転化していると言え るで し ょ
う」
「そうそうしんしょう?」
またまた新 しい言葉の登場に,味沢は面喰った。(野性の証明273ページ)
① と②は,一般的 ・標準的表記形式(① は 「言語」,②は 「薬」)と非標準的表記形式
とを同一文中に併せ用い,読 み手に両者を対照させることによって,表現効果をあげ
ることをね らった ものである。②は,「薬」と 「クスリ」といった書き分けによって
多義語/ク ス リ/の原義と転義とを表そうとしたものである。表記形式を変えること
によって特定の文脈における語義を指定 しようとする点では,③の 「お覊護」に通 じ
るところがある。筆考は以前にこのようなルビ付き表記形式を 「漢字仮名並列表記形
式(以 後,略 して 「並列表記」とよぶ。)」としてとらえ,表記主体の表記 目的を基準
にその分類を試みたことがある1)。/オハナシ/という語を表記するのに 厂お話」と
せずに 「お縁談」とすることによって,こ の文脈における/オハナシ/の語義が特定
化される。①～⑤の中で最も一般性 ・標準性に欠けるのは④の 「笑悲税」である。こ
れはJUG文字とよばれるものである。玉村文郎(1983)には,「ルビ付きは表記の二重
性 という点で,懸文字と連続するものである。ただ,懸文字が潜在的であるのに対 し
て,ル ビ形式は顕在的であるという点が異なるのである。」2)という指摘がある。⑤は,
語 というよりはむしろ文の表記の問題である。意味不明の言葉を耳にして問い返して
いる文であるから,漢字で 「想像心象?」 と表記するわけにはいかない。
日本語の没正書法性は,正 書法の確立 している言語を母語 とする者が 日本語を学ぶ
ときに,あ る種の抵抗感や異和感を覚1る ものである。日本人に とっても,こ の没正
書法性が同一表記主体が同一文章中で不用意にも同一の語を別表記にしてしまったり,'
ある語をどう表記すればよいか苦慮 しなけれぼならなかったりする原因になるのであ
る。ところが,そ の反面,あ る漢字を忘れてしまったり記憶が不確かであった りする
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場合には,一般性 ・標準性か ら逸脱はするものの,と にかく別の文字(た いていの場
合は片仮名であろう。)で間に合わせることも可能になるのである。 さらには,先 に
あげた諸例のごとく,表記効果をあげるために没正書法性が積極的に利用されること
もあるのである。
本稿では,ど んな性格の語を表記する際に並列表記が採用されるのかを,他 の直列
表記のことをも念頭に置 きっっ考察 し,並列表記が 日本語を母語とする者ばか りでな
く日本語のできる(或いは日本語を学習中の).外国人にとっても有用か否か,私 見を
述べたい。
なお,並 列表記にっいては大島中正(1989)を参照していただけれぼ幸いである。
なぜ,「 振 り仮名付き表記形式」とか 「ルビ付き表記形式」 とよぼずに 「並列表記」
とよぶのか。その理由のみを簡単に述べてお こう。本文中の漢字表記部分に対して,
「振 り仮名」や 「ルビ」のような特定の名称がないことからも分かるように,従来は
「振 り仮名」とか 「ルビ」 とよばれる仮名表記部分にっいて考察されることがほとん
どで,本 文中の漢字表記部分にっいてとりあげられることは,あ まりなかったのでは
ないか と思 う。仮名表記部分 と同様に漢字表記部分 も考察の対象 とする必要がある。
漢字表記部分 と仮名表記部分の両者を対等にとらえることによってはじめて,いわゆ
る 「ルビ」のないものを直列表記としてとらえ直すことができ,先に例示 したような
特殊な直列表記と並列表記との連続性をもとらえることができるようになるものと考
える。
2.同表記別語 の並列表記
どの言語においても語を文字によって視覚化する場合には,語 とその表記形式 との
間に1対1の 対応関係が成 り立っことが理想的である。 しか し,日本語においては,
前節で述べたごとく没正書法性があ り,しかも本節でとりあげるような同表記別語が
存在するのである。日本語を母語とする者 と日本語のできる外国人 との別を問わず,
没正書法性は書き手を悩ませ,同 表記別語の存在は読み手を迷わせる。
次の⑥～⑩に見える並列表記は,あ る語を漢字 と仮名の2種類の文字で並記するこ
とによって,その語の標準的 ・o,的な表記形式を示 し,同時にその語形を指定 しよ
うとしたものである。
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⑥ 「どないしたもんやろ。村中に知れたら大事やで。 ウメはす ぐに親許へ返せ
やQ話 はそれからや」(紀 ノ川102ページ)
⑦ 「春水 も種彦 も,あいっらは自分の作物がすべてなんだ。(略)亅(名主の裔
209ページ)
⑧ 「(略)この節はお寺まい りにも大変な日日がかかりましょ。(略)」(三婆
192ページ)
⑨ 「(略)江戸が東京に変わってこっち,ろ くなことがない」(名 主の裔112
ページ)
⑩ 「兄さんはまだ東京やてなあ」(紀 ノ川196ページ)
表記主体が,こ こに例示 したような並列表記を採用した過程を,/オ ーゴト/の場
合を例にして再現してみよう。
〈1>表 記したい語は/オ ーゴト/である。
↓
〈2>/オ ーゴ ト/の表記形式としては 「おおごと」,「オーゴト」,「大事」
などが考えられる。
↓
〈3>「 おお ごと」を採用すると,前の文節との切れ目が分か りにくくなって
読みづらい。
↓
〈4>「 オーゴト」か 「大事」であると,両老ともに文節分割の機能があって
よい。
↓
〈5>特 別な表記効果をあげることを狙 っているわけではないので片仮名表記
「オーゴト」を採用する必要はない。
↓
〈6>し たがって,一般的 ・標準的な表記 「大事」を採用する。
↓
〈7>と ころが,「 大事」は別語/ダ イジ/を表記するのにも採用 され うる表
記である。
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↓
〈8>よ って,並列表記 「大事」を採用する。
⑦の 「作物」は/サクモツ/・/サクブツ/を表記するために,⑧ の「日日」は/ヒ ビ
/・/ヒニチ/・/ニチニチ/を表記するために,そ れぞれ採用され うる表記形式である。
⑨の 厂東京」,⑩の 「兄さん」にっいても同様のことが言sる 。しかし,⑥の 「大事」,
⑦の 「作物」,⑧の 「日日」は,日 本語に習熟している人間ならば,共 起語や文脈に
よってその語形を判別することができる。できなけれぼならないと言ってよいかもし
れない。 もっとも 「日日の努力が実を結んだ。」の 「日日」などは/hibi/とも/ni・
cinici/とも読めるが。⑩の 「東京」は歴史的な知識がなければ/toV'kyoV'/と読ん
でしまうであろう。⑩の 「兄さん」も直列表記されている限りにおいては/niv'san/
としか読めないであろう。同じく同表記別語 とは言っても,共起語や文脈を手がか り
にして,そ の語形が特定できるものとそうでないものとがあるのである。
この種の並列表記は,漢字による語表記の限界を克服するためのものであると考え
られる。
3.方言,隠 語 などの並列表記
本節では,漢 字表記になじまない性格の語(方 言,隠 語など)の並列表記をとりあ
げる。前節とは別種の,漢字による語表記の限界 とその克服法とを見ることになろう。
⑪ 「えらいことになりそうなの。また戦争やろかいの」(紀 ノ川63ペ ージ)
⑫(略)阿 呆な男やといはれましても,なんの返答 もござりませぬ。(お はん
19ペー ジ)
⑬ 「いえ,も うと小さい山のようでございますよし」(紀 ノ川21ペ ージ)
⑭ 裏のおばはんの歪借 りて,名ぼか りの宿替ではござりますが,畳 も敷き,障
子の目張 りまで済ませます と,なにやら人の家らしう見えますのも,思へば不
思議でござります。(お はん80ペ ージ)
⑮ 「ほんまよオ。あの籠持った姿は,な んとも云えんのオ」(紀 ノ川84ペ ー
ジ)
⑯ 「ふん,見iる,見 える」(紀 ノ川20ペ ージ)
⑰ 「(略)ボ,僕,『東京ハンズ』が好きで,よ う行 きますから,要 るもんあ
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ったら買うてきます」(ベ ッドの思惑251ページ)
⑱(… …こんなん,違 う,話が違 う)(ベ ッドの思惑161ページ)
⑪の 「轂挙」の場合を例にして,方言の並列表記が採用される表記過程を示すと次
のようになろうか。
〈1>表 記したい語は/セ ンソー/の方言/セ ンソ/である。
↓
〈2>/セ ンソ/の表記形式としては 「せんそ」,「センソ」,「戦争」が考えら
れる。
↓
"
〈3>「 せんそ」を採用すると,前の文節 との切れ目が分か りにくくなって読
みづらい。
↓
〈4>「 センソ」を採用すると,前の文節との切れ 目も分かってよい。
↓
〈5>と ころが,「 センソ」だけでは,そ の意味が分か りにくい。
↓
〈6>し たがって,並列表記 「戦争」を採用する。(並 列表記を採用したため,
仮名表記部分は片仮名表記にする必要がなくなり平仮名表記 とする。)
⑪～⑬に見られる方言の語形は,標準語の語形 と比べると長音節が短音節化した り
(/seNsoV'/→/seNso/)逆に短音節が長音節化したり(/te/→/teV'/),母音が交替
したり(/mieru/→/meeru/)したものであるので,比 較的容易に その標準語の語形
と対応させることができる。そのため,並列表記を行うに際しても標準語を表記する
のに用いられる漢字表記をそのまま用いることができるのである。
では,/ダチ/,/サテン/,/ジョウジ/,/ジュク/,/バイ/や/シ ャブ/,/グル/,
/スケ/,/ベベ/な どの隠語 ・俗語の類はどのように表記すれぼよいのであろうか。
方言の表記の場合と同様,仮 名表記のみでは,そ の意味が分か りにくいとい う問題が
ある。そこで適当な漢字表記を考えなけれぼならないのであるが,⑪～⑱に見えるよ
うな語とは違って,そ の漢字表記がすぐに思いっかないものが多い。 これが,こ の種
の語を表記する際の問題点である。
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⑲ 「十八歳の時だったかな,同 じクラブに勤める友達から 『気持ち良 くな る
よ』って,シ ャブ(覚醒剤)を 分けてもらったのは。(略)」(極道の妻たち
124ページ)
⑳ 「ジョウジ(吉祥寺)の 喫茶店よ。スナックまわってるうちに,悪 乗 りしち
ゃって,こ んな所まで従いて来ちゃった」(人 間の証明61ペ ージ)
⑳ 吉祥寺や新宿のサテンでたむろしていた仲間たちが恋しい。(人 間の証明
369ページ)
⑫ 飯野三郎は,四十歳を少し越えたテキ屋で,少 年の頃から商品販売一筋にや
って来た男です。(塀 の中の懲 りない面k221ペ ージ)
⑳ その昭和五十年当時は,私 は覚醒剤をやっていましたから,(略)(極 道の
恩返 し96ペ ージ)
⑭ だか らこそ,共謀者の競馬サークルの手口を見抜いて,(略)(極 道の恩返
し226ページ)
雹 「ヤロー!そ の女,渡 せ イ!」(極 道の妻たち34ペ ージ)
⑳(略)え え着物こさへた り,そ りや金持になる積 りやけになア。(略)(お
はん52ペ ージ)
⑲～⑳の/ダ チ/,/サテン/,/ジョウジ/,/ジュク/,/パイ/と いった語はいずれ も
略語であるか ら,例えば,/ダチ/を 漢字表記するならば,そ のもとになる語/ト モ
ダチ/の漢字表記形 「友達」の後項 「達」を用いることも考えられなくはない。並列
表記だと 「達」,「茶店」,「祥寺」,「宿」,「売」ということになろう。 しかし,これで
は仮名表記部分が単に漢字表記部分の音形を指定していることになってしまう。/ダ
チ/や/サ テン/や/・ミイ/の意味を指定するには,「達」,「茶店」,厂売」では不十
分であって 「友達」,「喫茶店」,「商品販売」といったもとになる語の漢字表記が必要
になるのである。固有名詞である/ジ ゥウジ/や/ジ ュク/にっいても同様のことが
言える。23～⑳の/シ ャブ/,/グル/,/スケ/,/ベベ/は,そ の意味を,そ れぞれの
語に意味の上で共通する別語の漢字表記(「覚醒剤」,「共謀者」,「女」,厂着物」)で
もって指定している。
⑪～⑱に見られる方言,⑲ ～⑳の隠語 ・俗語の類の並列表記は,前節でとりあげた
同表記別語の並列表記 とは違って,漢 字表記部分が仮名表記されている語の意味注釈
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の手段 として用いられていると考えることができる。このように考えると,⑳の 「ジ
ョウジ(吉 祥寺)」や⑲の 厂シャブ(覚醒剤)」のような割り漢字付 き(直列)表 記形
式と⑳の 「吉祥寺」,⑳の 「覚醒剤」 といった並列表記とはその機能を等しくして い
ることになる。同表記別語の並列表記においては,仮名表記部分が漢字表記部分の語
形を注釈するためにあり,方言,隠 語 ・俗語の類の並列表記では,漢 字表記部分が仮
名表記部分の意味を注釈するためにあると対比的にとらえることができる。
4.多義語の並列表記
本稿第1節 に示 した③の 「お縁談」は/オ ハナシ/という語のこの文脈における意
味を特定化するものであった。本節ではこのタイプのものを とりあげる。/ア ラワレ
ル/,/タスケル/,/ツクル/,/ツケル/,/ハイル/,/ヨブ/な どの動詞や/イ イ/ジ/
タカイ/と いった形容詞,/ウデ/,/テ/,/ヒル/,/ミチ/,/メ/,/フトコロ/,/ヤ
マ/な どの名詞は,どのように並列表記 されているのであろうか。
⑳ 外国人の犯罪は,比 較的露われやすい。(人 間の証明42ペ ージ)
⑳ でも,ジ ョニーがそぼにいては,い つかは私の過去が露われてしまう。(人
間の証明441ペ ージ)
⑳ 「(略)そして私には,お まえがどんなトラブルの中にあっても救けてや れ
る力があるんだ」(野 性の証明357ページ)
⑳ 「旦那,救 け出すんなら早いほうがいいよ。(略)」(太 陽黒 点268ペ ー
ジ)
⑳ 「(略)いくら顔を化粧ってても,俺にゃ白粉下の役者の地顔が,髭 や皺 ま
で綺麗に見えるんだ」(写楽まぼろし304ページ)
⑫ 「嫂 さん,私 にまで虚偽 らんかてよろしいわ。(略)」(華 岡青洲の妻192
ページ)
⑳ 道路 ぎわに焼け焦げた車の残骸があった。外から来た者が駐車している間に
火を放けられて焼かれてしまったのだ。(人 間の証明122ページ)
⑳ 石原はみなの視線 と興味を集めたところで煙草を点けた。(新 幹線殺人事件
164ペー ジ)
⑳ 「考えてみれぼ,む ささび小僧は,昨 年六月十八日未明平川の部屋に侵入っ
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て以後,犯行 していません。(略)」(太 陽黒点311ページ)
⑳ 森戸は闇の中でほくそ笑んだ。 これなら簡単に中に侵れる。(人 間の証明
339ページ)
⑰ タクシー仲間で 「一東二中」と称ぶ東名高速および東海道筋 と,中央高速経
由の八王子方面の上客ベス ト2にあたれば,今 日のノルマは軽 く達成できる。
(新・人間の証明(上)5ペ ージ)
⑯ 昭和十九年十二月二十二 日の夜,森 永は,奥 山の官舎に夕食に招ぼれた。
(新・人間の証明(下)104ペ ージ)
⑳ 目ざめてみれぼ気分あやしく,病気になったりするので,これは,吉い知ら
せではない,(略)(新 源氏物語(中)247ペ ージ)
⑳ 筋馬券で稼 ぐというメリットがあるからこそ,調 教師に勧められるま まに
高価い馬を買うのです。(極 道の恩返 し204ページ)
@平 吉は,写楽の特異な画技に驚嘆した。(写楽まぼろし300ページ)
⑫ 「(略)どなたも浮世絵の古い技法を使 っておいでだ」(東京新大橋雨中図71
ページ)
⑬ なっかしい,け だかいお筆蹟。(新 源氏物語(上)288ペ ージ)
⑭ 私はその女の家に寢とま りして,こ こへは晝食の辨當を もって通 うてゐるの
でござります。(お はん5ペ ージ)
㊥ あけの日は嘘みたやうに晴れた日でござりましてなア,途 中で土産の外郎買
うた りしましてなア,(略)(お はん89ペ ージ)
⑯ 「信八はね,た しかに眼力は持っているが,惜 しいかな,腕 は二 流 です。
(略)」(東京新大橋雨中図124ページ)
@今 やお上と官は,自 分達の懐中を肥やすためにはなりふ り構わず,な んでも
します。(極 道の恩返し240ページ)
⑱ 「横渡さん,この事件どうおもいます?」(人 間の証明223ページ)
動詞/ハ イル/の場合を例として 厂侵入る」または 「侵る」が採用された表記過程
を考えてみよう。
〈1>表 記したい語は/ハ イル/で ある。
↓
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〈2>こ の文脈での/ハ イル/の意味は 「他人のテリトリーの中に不法に移動
する」という意味である。
↓
〈3>そ のような意味を読み手に伝えるには,一 般的 ・標準的 表 記 形 式「入
る」では不十分である。
i
〈4>そ のような意味をもっ語 として 「侵入」がある。
↓
〈5>「 侵入」を/ハ イル/の意味を注釈するために利用する。
↓
〈6>し たがって,「 侵入る」と表記する。
↓
〈7>「 侵入る」でもよいが,/ハ イル/の一般的 ・標準的表記形 式 で あ る
「入る」と共通する漢字 「入」は除外 したい。
↓
〈8>よ って,「侵 る」と表記する。
このタイプの並列表記において,注釈され る多義語 と注釈するものとに着目すると,
前者は語種が和語であ り後者は語種が字音語(も しくは字音形態素)で あることが分
かる。字音語は和語に比べてその意味が外延において小さいため,和語の意味を注釈
するのに用いられるのである。字音語が注釈のために用いられる こ と(「侵入る」,
「化粧る」,「高価い」,「事件」など)もあれば,字音形態素 が 用 い られ る こ と
(「侵る」,「招ぶ」,「吉い」など)もある。
このタイプの並列表記が複数の表記主体によって広く用いられ,や がて いわ ゆ る
「ルビ」の部分がなくても受け容れ られるようになれば,っ まり個人的 ・臨時的 ・一
時的なものからより安定化 し固定化して市民権を得たものとなれぼ,「 熟 字 訓」や
「異字同訓」の数が増えることになる。 これは日本語の表記法の将来にとって大きな
問題である。
5.複合語 の並列表記
複合語(動 詞連用形か らの転成名詞も含む)の 並列表記においても,多義語の並列
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表記の場合と同様に字音語や字音形態素が注釈のために用いられる。
⑲ 「そうか,す まんな。なにせ,こ の小店の型益で一家七人が食 っているもん
だから,それで精いっぱいなのだ」(東 京新大橋雨中図108ページ)
㊥(略)姐 さんは私のために剋宣を披露してくれたのだ。(極 道の妻たち116
ページ)
⑪ その拍子に袖 口がめくれて,二 の腕の剋壹がちらりと見えた。(東 京新大橋
雨中図43ペ ージ)
⑫(略)工 場の往きと復 りに毎日二度,(略)(塀 の中の懲 りない面k194
ページ)
㊥(略)あ まり自分の素性や稼業を喋 らずに黙っていると,(略)(塀 の中の
懲 りない面h146ペ ージ)
⑭ 「(略)洗滌と漂白をワンタッチで出来る洗剤を 開発して 発売したところ,
漂白が斑な汚点になる欠陥が出て来,(略)」(華麗なる一族(中)428ペ ー
ジ)
㊥(略)そ の頃は競馬 とは真面目な御交際だったのです。(極 道の恩返し51
ページ)
/アガリ/を 「上が り」 と表記するのと「利益」と表記するのとでは,確 かに語義
の特定 ・明示 という点においては並列表記の方が適している。 「彫 り物」と 「刺青」,
厂入れ墨」と 「刺青」,「帰 り」 と 「復 り」,「凌ぎ」と 「稼業」,「染み」と 「汚点」,
「付 き合い」と 「交際」のいずれにおいても同様のことが言える。 しかし,特定の文
脈における語義を特定 ・明示するのに適した漢字表記を選べぼ選ぶほど,複合語の語
構造が分析的にとらえにくくなることも否めない。事実/タ ガヘス/の 表記形として
「田がへす」や 「田返す」よりも 「耕す」が固定し市民権を得たために/タ ガヘス/
の構造が分析的にとらえにくくなった という例がある。
6.並列表記 と語彙教育
以上,第2節 から第5節 にわたって語の並列表記の種k相 を見てきた。本節では本
稿のむすびとして並列表記の語彙教育上の意義や問題点を述べることにする。
昭和13年(1938年)12月に出版された 『ふ りがな廃止論とその批判』(白 水社編)
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において橋本進吉博士は,ふ りがなの効用 として次の点を指摘された(同 書415ペー
ジ～416ページ)。
一、漢字に種々のよみ方のあるのを,いかに讀むべきかを明示して,著 者の欲す
る通 りに讀者に讀ませる。皀卩ち,著者の言葉を最正確に傳へる方法である。
一、通讀を容易ならしめる。(ふ りがなのある方が早 く讀める事は,心 理學の實
驗で証明せられたと記憶する。)
一、同一の漢字を人によつて色kに よんで言語が不統一になるのを妨 ぐ。
一、知らないものに漢字のよみ方を知 らせ,又,言 葉をどんな漢字で書 くべ きか
を敏へる。
これは,ふ りがなの教育的意義にっいて早い時期に述べられた傾聴すべき見解である。
同表記別語の並列表記は,外 国人が日本語の語彙を習得 していくためになくてはな
らぬものである。もっとも日本語を母語 とする者にとっても必要な場合のあることは,
第2節 で見た通 りである。同表記別語に関しては,ぜ ひとも並列表記を採用すべきで
あると考える。
「戦争」,「名」などのような,音 節の長短にかかわる並列表記は,日 本人が読み
手である場合は方言の語形が明示されているということで効果的であろう。しか し,
外国人に対 してはそれが方言の語形であって標準的な語形ではないことを必ず知 らせ
ておかなくてはなるまい。長音 ・短音の区別を苦手 とする者が多いからである。
同表記別語,方 言,隠 語の類の表記には並列表記か,割 り仮名または割 り漢字付き
の表記が有用であると考えられる。
では,多 義語,複 合語の並列表記はどうであろうか。日本語を学習中の外国人にと
っては有害であろう。このタイプの並列表記は語の一般的 ・標準的な表記を熟知 して
いる者に対 して用いられてこそ,は じめて表記主体の狙う表記効果があがるものであ
るから。
語彙を習得するには,こ とに外国語の場合,「 語の意味的な有契性」3)や「語の 形
態的な有契性」4}を利用できることが望ましい。 多義語を個kの 文脈に即して書き分
けていくことは,語 の意味的な有契性を弱めていくか断ち切 っていくことにな りかね
ない。特に和語の習得にあたっては,そ の多義性を学ぶとともに,各 意味に共通した
意味,文 脈に依存せぬ意味を学ぶことが肝要である。したがって,多義語を漢字で書
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き分けることは,多 義語の理想的な教育の妨げになると考える。また,複 合語を習得
する場合に,そ の語の構成要素の意味が分か り,かっ構成要素間の意味関係が明らか
であれば,そ れがその語の意味を理解する助けともなり,その語を記憶する支えとも
なる。例えば/ホ リモノ/を 「刺青」と表記するより「彫 り物」と表記 した方が,こ
の語の形態的な有契性をとらえるのに適 している。動詞/ア ガル/の 連用形から転成
した名詞/ア ガ リ/にしても 「利益」 と表記するよりは 「上が り」とした方が/ア ガ
ル/と/ア ガリ/の間の意味的な有契性 ・形態的な有契性を とらえやすいのではない
だろうか。
7.お わ り に
等 しく語の並列表記 とよべるものであっても,表記される語の性格 によってその種
類をいくっかに分類することができる。本稿ではすべての種類の並列表記をとりあげ
たわけではないが,そ の主なものを対象 としてそれらを言わば 「直列表 記 予 備群」
(または 「直列表記予備軍」)としてとらえ,語彙教育 とのかかわ りにおいて,そ の
有用性にっいての私見を述べた。並列表記のタイプによって,ま た並列表記を何との
かかわりにおいて見るかによっても,有用 ・無用の評価が変わって くるであろう。
今後,日 本語の表記法にっいて,特 に漢字使用の是非 ・功罪にっいて論議をする場
合には,本稿で試みたように,日本語のできる外国人や日本語を学習中の外国人のこ
とを も考慮に入れっっ,一見特殊 と見なされがちな表記形式にも目を向けて,それら
が用いられる或いは用いられざるを得ない理由を も考究 していくべきであると考える。
注
1)参 考文献2を 参照のこと。
2)参 考文献7の44ページ。
3)池 上嘉彦(1975)r意味論一意味構造の分析と記述一』(大 修館書店)に は,
「これはある語のある意味は同じ語の他の意味と意味上何らかの関連性があると
いうことである。 たとえば,「 あし」や1egと い う語の有する 〈机(な ど)の
あし〉 という意味はそれ らの語のもっ他の意味,〈 人(な ど)のあし〉という意
味 と位置的,機 能的にある種の類似性がある。 っまり,そ れらの語が 〈机(な
ど)のあし〉の意味を有 しているのは全 くいわれのないことではないのである。」
(226ページ)と いう説明がある。
32語 の漢字仮名並列表記は有用か
4)池 上嘉彦(1975)には,「 これは派生語,複 合語の場合に見 られるもので,語
全体の意味が語の構成する部分の意味によって規定されているということである。
たとえば 「本箱」 とかbookcaseのような語では語全体の意味はそれぞれの構成
部分(「本」 と 「箱」,bookとcase)の意味によって規定されている面が大 きく,
その意味でそれぞれの語が全体 として 〈本をしまう箱〉 という意味を有 している
のはいわれのないことではないというわけである。」(226ペー ジ)と いう説明が
ある。
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